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《論　説》
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1　はじめに
　明治期の産業発展にともなう地域的な産業構成・編成を府県単位で検討す
るにあたっては，まずは開始の時点の状況の把握が不可欠である。これな：し
ではその後の時期の検討はできない。
　わが国の諸産業の生産額を府県別に把握した最初のものは，1874（明治
7）年のr明治七年府県物産表』である。あらゆる生産物を，生産数量とと
もに生産額で把握したこの「府県物産表」は，それが府県単位であることに
よって，諸産業の地域的展開を検討することのできる貴重な資料である。し
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かし，これは当時の府県範囲が後のものと大きく異なり，したがって府県別
推移の検討に使用することには大きな制約がある。
　1877（明治10）年にこの物産調査は農産調査に変り，農産物および若干の
農産加工物のみとなった。しかし，播種面積が把握されたことにより，生産
力が検討できるという大きいメリットがあり，さらに，郡単位であることに
よって府県よりも小さい郡という単位での検討が可能という貴重な資料であ
る。しかし，先に記したように，これは農産物および若干の農産加工品のみ
であって，工産物の把握を欠くことにタって，府県別生産額を把握すること
はできない。
　1881（明治14）年設置の農商務省による把握は「農商務統計表」に掲載さ
れるが，それは特定品目についてであり，生産額の全体を把握するにはほど
とおい。この状況は後年まで続く。工業生産額がすべての品目について，工
場生産額として把握されるのは，1909（明治42）年からであり，主要農産物
の生産価額が掲載されるのは『第32次農商務統計表』による1915（大正4）
年からである。このような状況のなかで，農商務省によって，農産額，水産
額，工産額の把握が行われた。しかも，それが府県単位である。「明治二十一
年農事調査」がそれである。ここではこの「明治二十一年農事調査」の「農
事調査表巻の一」　（『明治中期産業運動資料第18巻』エ979年日本経済評論社所収）
によって1888（明治21）年の状況を検討しようというものである。
2府県別構成
　（1）産業の府県的展開
　「農事調査表」は「明治二十一年農事調査」の結果を府県別に記すもので
ある。ここにほ北海道，愛知，和歌山，香川，高知，熊本，鹿児島，沖縄の
8道県がなく，39府県についてである。これは標題のごとく，農事に関する
調査であるが，人口や職業別戸数とともに物産額をあげている。すなわち，
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「第十七物産収入」において，農産のみでなく，水産，工産をも掲載してい
る。これについて，府県別に掲載し，計として合計額をあげているが，それ
は，農産3億3346万7335円11銭6厘，水産1663万3422円32銭1厘，工産1億
0993万5207円37銭，合計4億6006万5964円80銭7厘である。構成比を算出す
ると，農産72．4％，水産3．6％，工産23．9％となる。
　このように区分された農産，水産，工産の内容については，「第十八重要物
産」において府県別に農産物，水産物，工産物ごとに重要物産が記載されて
いるが，それは品目名のみである。水産と工面については，上の府県別額を
あげるのみであるが，農産については農作物ごとの府県別がある。それは多
数の農産品目であるが，そこに生糸が含まれている。これを工産物として農
産から除き，工産に加えることが肝要である。その結果，農産3億0763万
3846円11銭6厘，工産1億3576万8696円37銭となり，そのウェイトは，農産
66．9％，工産29．5％となった。
　付表1は，そのような修正を加えた府県別を示すものである。この付表1
を基本表として，これを加工しつつ，この時点の農産，水産，工産の生産額
の府県別状溺を検討しよう。
　まず，最大は長野で2892万4439円74銭8厘，ついで兵庫の2319万7974円41
銭，埼玉の1901万2438円97St　2厘，千葉の1803万3212円，東京の1752万6194
円，新潟の1649万3964円，福岡の1334万3732円，茨城の1576万1276円63銭3
厘，福島の1556円7588円，京都の1519万8362円である。ついで，第11位以下
として，神奈川，栃木，岡山，山口，群馬，大阪，滋賀，三重，広島，愛媛
である。それ以下に19県がある。
　このような各府県の物産は，農産，水産，工産からなっており，このよう
な構成部門の産額のあり様の結果がそれぞれの府県の物産額となる。
　一瞥して，長野の大きさが目立つが，埼玉，千葉，茨城，そして京都につ
いで神奈川，栃木があるというように関東諸県，それに接する福島などの大
きさが目につく。他方，兵庫は大きいが大阪はまだ相対的に小さい。
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　この基本表には，人口と人口1人あたり物産収入がある。人口は物産額上
位10府県のうち，3位の埼玉は人口11位をはじめ，10位の京都は人口19位，
9位の福島も16位というのがあり，また12位栃木は人口は30位，22位の山梨
は人口は36位などがあり，他方，16位の大阪は人口4位，19位の広島は人口
5位，23位の静岡は人口10位などというものがあるが，総じていえば物産額
と人口は相関があるといってよいであろう。人口1人あたりの物産額も，物
産額5位の東京は28位，6位の新潟は35位，16位の大阪が38位，あるいは，
12位の栃木が3位，22位の山梨が2位，36位の鳥取が8位などというものが
あるが，総じてはこれまた相関があるといってよいであろう。
　（2）府県別産業構成
　第1表は，この付表1にもとつく府県占有率，農産・水産・血肉構成を示
すものである。この第1表によって検討しよう。以下，全国中の比率は小数
点以下2ケタで四捨五入した。
　まず，府県占有率をみよう。第！位の長野は6．3％，ついで兵庫5．0％，埼
玉4．1％，千葉3，9％，東京3．8％，新潟3．6％，福岡3．6％，茨城3．4％，福島
3．4％，京都3．3％，が上位10府県である。ついで，第11位以下として，神奈
川3。1％，栃木3．0％，岡山2．9％，山口2．7％，群馬2．7％，大阪2．7％，滋賀
2．5％，三重2．4％，広島2．4％，愛媛2．4％である。そのあとに，21位の岐阜
から39位のの宮崎となるが，岐阜から25位の秋田までは2％台，25位の大分
がL9％で以下38位の青森が！．2％と1％台，そして39位最下位の宮崎が
0．93％台である。最大の長野と最下位の宮崎とは，前者が後者の6．8倍であ
る。
　物産全体としては以上のようであるが，部門別に占有率に相違がある。
　物産総額の66．9％を占める農産は，最大は埼玉で4．7％，ついで長野
4，5％，千葉4，36％，福岡4．3％，新潟4．3％，茨城4．1％，兵庫4．1％，福島
3．1％，岡山3．0％，滋賀3．0％，静岡3．0％，が上位10県とその占有率である。
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1888（明治21）年第1表　各府県の物産占有率ならびに物産部門別構成
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註　1）付表［より作成．
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第2表　府県墨壷層別物産状況
生産額
農産 水産 工産 合計 農産
1上位1～ユ0県U3，028，6ア85，417，87067β72，634186，119，1823 ．9
上位3県 40，957，258914，93129，262，66471，134，85313．3
上位4～10県72，071，4204，502，93938，409，969114，984，32923．4
ロ上位11～20県84，158，0094，438，943 34，339，443122，936，39527．4
皿上位21～30県66，420，7633，975，07222，654，85493，050，69221．6
W上位31～39県44，025，692 2，831，5651，102，16957，959，42514．3
全　　　国 307，633，84616，663，422 135，768，696 460，065，965100．0
註　1）付衰1より作成．
以下・11位以下がつづくが，38位の宮崎が1．3％，そして最下位の東京は
1・2％である。最大の埼玉と最小の東京とは前者が後者の4．0倍である。農産
においては差は相対的に小さいといえる。
　下露はこの点，農産と大いに異なる。最大は長野でその比率e＊zll．O％，続
く東京9・8％，兵庫7．3％，京都6．5％，山梨4．7％，神奈川4．4％，福島
4・3％，栃木3．3％，埼玉3．3％，群馬2．9，大阪2．8％が上位10府県であり，以
下11位以下となるが，11位山形が2．6％，で以下2％台は19位まで，20位の石
川以下30位富山までは1％台で，31位宮城0．71％以下は1％未満台で，最小
の宮崎は0・20％である。最大の長野と最小の宮崎との差は大きく，前者は後
者の54．9倍である。
　この工産の大小が農産のそれよりも府県間の差を大きくしているのであ
る。
　同じく第1表により，ついで府県ごとに農産・水産・工産構成をみると，
工産が全国29。5％を大きく上回るのは，長野51．6％，兵庫42．4％，東京
75．7％，福島37．1％，京都58．3％，さらに神奈川42．0％，栃木36．5％などで
ある。総じて上位府県に多い。とはいえ，上位県にも埼玉・千葉・新潟・福
岡・茨城などは工産のウェイトは小さく，また，下位県でも山梨59，5％と大
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1888（明治21）年
全国中の比率
?Y 工産 合計 農産 水産
構成比
@工産 合計
　　　　　1県あたり人　口　　　　　人　　　口 県民1人
?ｽりｨ産収入
32．5 45．0 40．564．32．9 32．8100．012，236，637L223，663・715，210
5．5 2ユ．6 15．557．61．3 41．1100．03，746β71L248，790・318，988
27．0 28．325．0 62．73．9 33．4 100．08，490，266L212β95・113， 43
26．6 25．3 26．768．53．6 27．9100．09，448，559　944β55・913，01！
23．9 16．720．271．44．3 24．3100．07，678，564　767，856・412，118
17．0 8．2 12．6 75．94．9 19．2100．05，037，182　503，718・21 ，506
100．O100．0 100．Q 66．93．6 29．5mO．034，400，942　882，Q75・413， 03
きいものもあり，また，山形の34．5％というものもある。
　他：方，農産が全国の66．9％を大きく上回るものに，埼玉75．8％，千葉
74・1％，新潟79．9％，福岡81．6％，茨城80．5％で上位10府県のうち5県がそ
うである。それ以下の県では，工面が全国を上回った神奈川，栃木，山梨，
山形，石川，鳥取，福井を除いて，いずれも農産のウェイトは大きい。
　第2表は，この39府県を上位より10府県つつの4階層に区分して階層的状
況を示すものである。
　まず各層は物産額を基準に区分したので，階層1県あたりに階層性がある
のは当然である。1府県あたりは最上位の1は186！万1918円，Hは1229万
3639円，皿は930万5069円，そしてNは643万9936円となるが，1はWの2．9倍
である。ここではこの差異はあまり大きくないといえるのではなかろうかと
記しておきたい。構成する物産ごとでは農産と一二とでは明確な相違があ
る。工：産は1は676万7263円，且は343万3944円，皿は226万5485円，Nは123
万3574円で，その差は5．5倍，他方農産は1は1130万2867円，llは841万5801
円，皿は664万2076円，そしてWは489万1743円となる。1とWは2．3倍であ
る。工産において差異が大きいのである。
　物産収入の各階層の占有率をみよう。物産合計で1は40．5％，Hは26．％，
一7一
652
皿は20．2％，Nは12．6％と，上位への集中は明瞭である。この物産合計にお
ける傾向は農産においても1は38．9％，1［は27．4％，皿は21．6％，Nは
14．3％，水産においても，それぞれ32．5％，26．6％，23．9％，17％と同様で
あるが，信心でこそ，1は45。0％，虹は25．3％，皿は16．7％，Nは8．2％と上
位への集中はいっそう顕著である。
　つぎに物産構成をみよう。全国は農産66．9％，水産3，6％，工産29．5％であ
るが，1は64．3％，2．9％，32．8％，Ilは，68．5％，3．6％，27．9％，　mは1
71．4％，4．3％，24．3％，Wは76．0％，4．9％，19．2％である。上位ほど工産
のウェイトは大きく，下位ほど農産および水産のウェイトは小さい。
　人口は物産額における階層に対応的な人口である。1は122万3664人，ll
は94万4856人，皿は76万7856人，Nぼ50万37！8人である。1とNは2．4倍で，
物産額よりは小さい。とはいえ，物産額の大小は人口の大小に対応するので
あり，人口の背後にある生産条件の差異を連想せずにはいられない。
　以上の第2表にもとつく検討により，物産額が大きい県は農産においても
工産においても大きいが，それは工産においてより顕著であり，これがより
重要な要因となることをみることができた。したがってこの恒産についての
検討がつぎの課題となる。
　（3）日産の内容
　この「農事調査表」には，農産額だけではなく，水産額，それに工産額
が，府県別に把握・記載されている。まことに貴重なことである。しかし，
農産物のなかに生糸が含まれていて，府県別状況がわかることを除いて，工
産物の個別的な統計把握はない。r第5次農商務統計表』におけるこの年の
工業生産についてはきわめて悪く，主要なものでは織物業があるにとどま
る。このほかでは綿糸紡績業について個別工場別の記載があるなど限られて
いる。大蔵省管轄の醸造は府県別の生産高があるが，価格表示はない。この
ように1888（明治21）年については，府県別に工産額がわかるが，その内容
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は生糸と織物である。
　付表Hはこの府県別の工産を品目別に示し，第3表はそれにもとづいて作
成したものである。
　「農；事調査表」における農産中の生糸2583万3489円を農産から除外して工
産に加えた工産額1億3576万8696円37銭である。工産立に占める生糸のウェ
イトは19％である。他方，r第5次農商務統計表』おける織物生産総額は
3047万5213円である。これには，「農事調査表」には記載のない北海道・愛
知・和歌山・香川・高知・熊本・鹿児島・沖縄の8道県の生産合計308万
4932円が含まれている。これを除外すると2739万0281円となる。それは助産
の20．2％にあたる。工産額から先の生糸とこの織物を差し引いた8254万4926
円余がその他の工産物となるが，それは工産出の60．8％である。生糸と織物
を合せて4割，その他が6割という構成である。
　第3表により各県の構成をみると，生糸・織物・其他のウェイトにより，
いくつかのタイプにわかれる。生糸のウェイトが全国19％の2倍以上の県
は，長野・福島・群馬・岐阜・静岡・宮城・岩手であり，滋賀・山梨・山
形・富山が30％前後，さらに埼玉・新潟も20％台半ばである。これらの諸県
の多くはその産額の全国生糸産額におけるウェイトが大きい。しかし，岩手
のそれは小さく，他の工産の展開の小ささが，生糸のウェイFを大きくして
いるのである。他方，織物が全国の20．2％の2倍程度は埼玉・福岡・京都・
群馬・滋賀・奈良である。栃木・大阪・富山・福井が30％台となっている。
　全国では60，8％のその他がそれよりも5割も多い90％前後のものに兵庫・
千葉・：東京・岡山・広島・秋田・鳥取・青森があり，80％前後のものに茨
城・三重・愛媛・徳島・島根がある。また70％前後に大阪・石川・佐賀・宮
崎などである。物産額において上位から下位にわたるが，このウェイトがき
わめて大きいのが上位にあるとともに，下位の諸県はこれが相当に大きい県
が少なくない。下位県は総じて農産のウェイトが大きかったが，その多くが
敵産においてその他が大きいということは，地方工業の中軸となる製糸・織
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1888（明治21）年第3表　府県別宅産内わけ別占有及び構成
全国中の比率 各府県の構成比
計 生糸 織物 其地
?
生糸 織物 其団
長
?
10．98 25．64 0．69 9．80 100．0 44．4 1．3 54．3
兵
?
7．25 2．05 1．56 10．76 100．05．4 4．3 90．3
埼 玉 3．32 4．63 6．94 1．72 100．0 26．5 42．！ 31．4
千
?
2．22 0．06 0．23 3．56 100．0 0．53 2．1 97．4
東 ?? 9．77 0．25 0．2715．91 100．0 0．49 0．55 99．0? ?
2．02 2．59 2．54 1．66 100．0 24．5 25．4 50．1
福
?
1．55 0．22 3．60 1．29 100．0 2．7 46．6 50．6
茨 城 ／．94 0．78 1．38 2．48 ！00．0 7．7 14．3 78．0
福
?
4．26 13．38 1．12 2．44 100．0 59．8 5．3 34．9
??
?
6．53 1．61 20．20 3．53 100．0 4．7 62．4 32．9
神奈川 4．38 5．25 3．96 4．25 100．0 22．8 18．2 59．0
栃 木 3．72 0．90 5．94 3．87100．0 4．6 32．2 63．2? ?
2．53 0．29 1．02 3．73 100．0 2．2 8．1 89．7
山 口 1．94 0．12 1．89 2．53 100．0 1．2 19．6 79．2
群
?
2．90 9．86 9．42 ｝ 100．0 （64．7） （65．6）
（
一）
大
?
2．77 0．04 4．57 3．03100．0 0．24 33．3 66．5
滋
?
1．46 2．29 3．64 0．47100．0 29．9 50．4 19．7
三 重 1．40 0．25 0．84 1．94 100．0 3．5 12．2 84．3
広
?
2．03 0．ユ2 ユ．28 2．87 100．0 ！．1 12．8 86．1?
媛 2．17 0．14 1．98 2．86 100．0 1．2 18．4 80．4? ?
2．25 5．58 2．731．00 100．0 47．3 24．5 28．2
LI」 梨 4．65 7．89 4．69 3．62100．0 32．3 20．3 47．4
静
?
0．41 1．42 0．55 0．48100．0 65．8 27．1 7．1
山 形 2．59 4．01 0．88 2．72100．0 29．4 6．9 63．7
秋 ? 2．10 1．20 0．24 3．00100．0 10．9 2．4 86．8
大
?
0．42 0．33 0．38 4．66100．0 14．7 18．2 67．1
石
?
1．94 0．98 1．78 2．30 100．0 9．6 18．5 71．9
長
?
0．51 0．81 0．22 0．74100．0 3．0 8．6 88．3
?? 山 工．10 1．90 L78 0．63 正00．0 32．8 32．5 34．6?
城 0．71 3．00 0．！0 0．20 100．0 80．5 2．7 16．8
?? ? L66 0．03 3．45 1．57 100．0 0．35 42．0 57．6? ?
1．27 0．14 1．31 1．60100．0 2．0 20．9 77．1?
手 0．52 1．42 0．09 0．39 100．0 51．7 3．3 45．0?
根 0．64 0．12 0．47 0．85 100．0 3．6 14．9 81．5
佐
?
0．61 0．19 0．71 0．71100．0 5．9 23．6 70．5?
取 1．50 0．43 0．35 2．21100．0 5．5 4．8 89．7
福
?
1．56 0．59 2．96 1．40 100．0 7．1 38．4 54．5
?? 森 0．24 0．10 0．08 0．34ユ00．0 7．9 6．4 85．7? ?
0．20 0．11 0．15 0．24 100．0 10．6 14．9 74．4
?? 計 100．0 100．0 100．0 100．010 ．0 19．0 20．2 60．8
註　1）付表Hより作成．
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物業が展開していないことを反映する。このことは上位県のうちの千葉につ
いてもいえる。その物産額の大きさは農産によるのであり，ここでは工産の
軸になる生糸・織物が小さく，製糸業・織物業の展開がみられていない。
　このその他の工産物の中身は不明である。織物はr第5次農商務統計表』
によったが，これなどによってその中身を検討してみよう。
　この時期は近代紡績業が展開した。r日本帝国第8統計年鑑』の「綿糸紡績
所製造高明治二十一年」には個別工場ごとの綿糸出来高と綿糸相場が掲載さ
れている。それによって府県別生産額と，その該府県の工血中のウェイトを
算出すると，大阪が！61万1373円46銭1厘・44．1％，岡山73万2415円11銭8
厘・23．8％，三重25万6218円・13．5％，静岡11万3510円69銭6厘・20．4％，
栃木12万8319円37銭4厘・4．1海里兵庫5万4811円38銭i6厘・0．56％，奈良
4万7195円92銭7厘・3．6％，山梨3万1232円14銭1厘・0．49％，東京1万
8052円81銭5厘・0．14％となる。大阪，岡山，三重は大きいウェイトである
が，まだ限られている。
　この年の酒類の製造については，r日本帝国第9統計年鑑』の「酒類醸造明
治二十一年」に，府県別がある。醸造場・営業人・醸造酒・自家用料造酒人
員を府県別に記すが，醸造高は清酒・濁酒・焼酎など別で，単位は石であ
る。全国では396万7648石，うち清酒382万4331石である。府県別では兵庫が
49万2403石，うち清酒48万7226石で最大である。全国の12．4％を占める。こ
れにつぐのが愛知19万0651石，大阪16万1638石，福岡15万5979石，長野15万
3649石，京都13万3484石，新潟12万5003石，広島11万5997石，愛媛11万3862
石などとなっている。また「醤油製造」では130万4551石であるが，千葉が
15万1614石で11．6％を占める抜群の大きさである。製造数量表示であるので
先の物産額なかのウェイトは判明しないが相当のものと思われる。
（4）農産について
物産総額中の66．9％を占める農産は，この時期のわが国の中心である。わ
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が国はこの農産物によってなりたち，また，各地域もこれによってなりたっ
ていた。主要農産物は，米1億5701万1360円，麦3597万3367円，繭2760万
9217円，求心2236万7235円，大豆1102万0444円，藍727万1365円，綿656万
5656円，茶557万6176円，煙草232万1277円，大麻206万5554円である。米が農
産の51．0％を占め，大麦・小麦・裸麦を合計した麦が11．7％を占め，両者で
63％を占めるのである。
　付表皿はこの農産の主要である米・麦・繭と人口1人当り農産額を示すも
のである。先にみたように，府県別にみて，農産の各府県の占有率は最大県
（長野）の最小の県（東京）の4倍にとどまり，工産のそれが55倍（最大長
野，最小宮崎）との格段の違いである。県民1人あたりの農産をみると府県
間の格差は相対的に小さい。農産は各地にそれ相応に普く展開していたので
ある。
　農産の品目別の府県別占有率は第4表に示すとおりである。まず，米では
最大の福岡が5．0％，それにつぐ新潟が5，0％で，他方，最小は東京の
0．78％，ついで長崎の1．0％である。その格差は比較的小さく，均等的であ
る。各県を共通して米が最も基本のものであり，これが物産の機軸になって
いるといえる。麦も青森を除きそのほかのすべての府県で生産されるが，最
大の埼玉は8．6％，それにつぐ茨城が6．6％であり，他方，最小は秋田が
0．10％，富山が0．26％と小さく，差が大きい。
　このような米，あるいは麦のような各地域の基礎・基軸となるものと対照
的に各地に特産が展開する。かっての商品作物の中心であったもののうちの
棉はこの年，全農産の2．！％であるが，その21．4％が大阪に，そして広島に
8．9％，岡山に8．1％，兵庫に8．06％に集中し，また，全農産中の2．4％を占め
る藍の実に68．3％が徳島に集中しているなど，特定の地域に集中し，米麦の
基盤に加わり，その地域の農産を高めている。この点からいうと，この時期
は，全農産の9．0％を占める繭，4．3％を占める茎葉が重要である。この繭・
桑葉は全府県で産出されるが，特定府県への集中は顕著である。
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　繭は最大は長野で17。4％を占め，ついで群馬13．7％，福島12．4％，埼玉
10．5％を占める。桑葉も最大は埼玉で18．6％，ついで長野16．8％，群馬
14．3％，福島11．3％である。これら諸県は当時の農産中の大きなウェイトを
占める養蚕・その原料の生産によって，農産額を大きなものとしているので
ある。
3　主要府県の概況
　（1）上位府県
　まず，上位10府県についてみよう。
①長野県
　この年，物産額第一位は長野である。農産は1395万3778円に達し，全匡1の
4．53％を占める全国第2の農産県であるが，長野をわが国第一の物産県とし
ているのはなよりも1491万0661円36銭2厘という全国第一の工産の大きさに
ある。県物産の51．6％を占める工業県である。
　農産物は，構成上は48．2％と全国のそれの66．9％よりはるかに小さい。こ
の農産のなかで際立って大きいの桑葉（全国の16．9％で埼玉につぐ）と
！7．4％の繭である。工産の生糸とあわせてまさしく蚕業県であり，これが長
野の物産の大きさをもたらしているのである。
　全生産額でも，生糸は22．9％，繭は16．6％，合計40％ほどを占めるのであ
る。他方，長野の工産物は，若千ではあるがそのウェイトは全国を上回って
いて，その絶対額は東京，兵庫，京都につぐ第4位の828万6387円36銭2厘と
いう大きさである。この長野の重要物産としてあげられている工産物は，織
物，紙類，漆器，元結，水引，細工，凍餅，酒，醤油，凍雨，足袋再診であ
る。生糸は本来は工業製品であり，662万4274円のこの長野の生糸は全国の
生糸の25．6％を占めるという大きさであるが，この段階の長野には，この生
糸を上回るそのほかの工産物のあることが，工業製品といえば生糸のみとい
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う後年と比較して，大きな特徴をなしているのである。
②兵庫県
　兵庫は人口156万，新潟，東京につく・大県である。全国第二の物産があり，
それは全国の5．0％を占める。うちわけをみると農産は全国の第7位4．1％
で，県物産中では54．3％にとどまる。この兵庫の物産は全国の7．5％を占め
る工産の大きさによる。この工率であるが，生糸，織物ともに小さく，県工
産物の5．4％，4．3％で，あわせても10％にみたない。圧倒的な部分が其他で
ある。尼崎紡績会社があるがその綿糸製造高は5万4811円程度であり，工心
中の0．6％に過ぎない。「重要物産」欄には，工産物に酒・醤油・素麺・製
紙・燐寸・木綿織物があげられている。この年の酒類の製造については先に
記したように，兵庫には全国の酒類の12．4％にあたる49万2403石，うち清酒
48万7226石が産出される。
③埼玉県
　この年，埼玉はわが陶歯3の物産県である。工産も全国の3．3％である451
万1219円の産出があり，ことに生糸は全国の4．6％，織物は6．9％を占める製
糸，織物県である。「重要物産！欄には，工産には，織物の他製紙，鋳物が記
載されている。このように製糸，織物などの展開があるが，しかし，工面県
としては第9位にとどまる。この埼玉が物産第3位というのは，その農産の
大きさによる。埼玉県はわが国第一の農産県である。麦，大豆，甘藷はいず
れも第一の産額である。このような食料作物のみでなく，旨意は全国の
18．6％を占める全国第！位の生産があり，また繭も10．5％で，長野17．4％，
群馬13．8％，福島12．4％につぐ大きさにある。県民1人あたりの農産額をみ
ると，13円58銭6厘で，わが国最大である。
　埼玉は白物産額が大きく，人口も大きいが，1人あたりの物産額は17円91
銭7厘で全国平均を大きく上回る。それは全国第4位の位置にある。このよ
うにみると，埼玉県はこの時期には有数の産業県であったということができ
る。
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④千葉県
　千葉県は埼玉県と同様に農産のウェイトが大きく，また特徴的には水産が
大きい。全国の水産の10．0％を占めるはわが国第一の水産県で，乾鮨・島
島・鰹節などを産する。農産は米が53．5％を占める最大の農産物であるが，
麦も多い。繭・墨壷は小さいが，しかし，大豆は埼玉・茨城につぎ，甘藷は
長崎・埼玉・愛媛につぎ，粟は神奈川・福岡につく・，というように普通農産
物め産出県である。このような農産・水産とは異なり，工産のウェイトは小
さい。工産のうちで生糸，織物ともに小さく，両者合せて工産の2．6％を占め
るにすぎない。97．4％が其他であるが，「重要物産」欄には酒・醤油・味
淋・炭があげられている。全国の11．6％を占める最大の醤油産地で，これに
酒類が加わった醸造が最大の工産であると思われる。そのほかは雑多な農産
加工であったであろう。このように工産は小さいが，有数の農産・水産に
よって物産額は大きく，県民1人あたりでみても！5円2銭2厘で全国をかな
り上回り，上位である。
　千葉は，このように農産・水産によって有数の物産県となっているのであ
る。
⑤東京府
　この時期の東京府には多摩地区を含んでおらず（3多摩が神奈川から東京
へ編入されるのは1895年），ほぼ都区内の範囲である。農産は小さく，米麦，
養i蚕の展開も小さく，羅萄（＝大根）や雑野菜のような疏菜が中心である。
細魚は全国第2位であるが，この時期の大宗である織物・製糸は小さく，そ
の画工産が99％を占める。「重要物産」欄には，蛎灰・煉瓦・地本彫刻・菓子
麺包・刻昆布・諸車・足袋・股引・下駄・塗物蒔絵・紙・玩弄物・袋物・刻
巻煙草・雨雫木・莫大小・煙管・草細工・団扇・セメント・紡績織物・家
具・牙角金属其他彫刻・七宝・帽子・今戸焼があげられている。近代工業で
ある紡績は東京紡績会社があるが，その綿糸製造高は1万8052円81銭5厘
で，工産の0．1％に過ぎない。近代工業の展開はなく，江戸時代以来の都市手
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工業が展開していたのであろう。人口は大きく，1人あたりの物産は全国平
均をかなり下回る10円7昼銭3厘で下位である。
　なお，東京には砲兵工廠・製絨所などの官営工場があり，これが加わる。
⑥新潟県
　物産第6位の新潟は，農産が79，9％を占め，通産は16．6％で，上位県では
千葉・福岡・茨城とともに農産県である。その農産の60．5％を米が占める。
麦が2，8％，大豆も2．6％でいずれも全国平均よりも小さい。農産というがそ
れは米である。その点多様なものがある千葉，茨城とは決定的に異なる。工
面は生糸・織物ともに多く，この二つで半分を占める。「重要物産」欄には陶
器・菜種油・綿実油・魚油・紙類・出座・清酒・醤油・絹・木綿織物・呼
応・鉄器・銅器・製網があげられている。しかし酒造においても新潟は多い
とはいえない。
　新潟は人口は全国第一位である。この人口1人あたり物産をみると，工産
においてのみでなく，農産においても全国を下回り，物産1人あたり9円87
銭2厘は下位である。有数の物産県ではあるが富有とはいいがたいところで
ある。
⑦福岡県
　福岡は上位府県のなかで農産の割合が81．6％で，茨城の80．5％を僅かでは
あるが上回る最大の県である。生糸は2．7％と小さいが，織物は46．6％で，上
位10府県では最：大の割合である。「重要物産」欄には，久留米緋・博多織・小
倉織・博多紋と，紙・莚莞・生蝋・白蟻・傘・陶器をあげているが，織物が
中心である。この福岡はこの時点では農産物に全国有数のものをもつ。米は
新潟を上回り全国第一，大根も全国の実に13．3％を占める全国第一，という
有数の農業県である。
⑧茨城県
　物産額第8位の茨城は，人口101万第6位の雄県である。この茨城は，全国
で第6位の農産額で，全国4．1％を占め，物産中の農産の割合は80．5％で，上
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位府県では福岡につぐ農産県である。米が最大のものであるが，そのウェイ
トは43．1％で全国の51％を下回り，それ以外が大きい。麦，大豆が埼玉につ
いで多く，蕎麦，青芋，小豆もそれぞれ第2位という食用普通農産物が大き
い地位を占めている。このような普通作物とともに煙草は全国の！1．9％を占
める全国第一の産地であり，また棉も全国の6．8％を占める第6位の，関東
では最大の産地である。県民1人あたりの農産額は12円51銭8厘で，上位県
では埼玉につぎ，物産上位12位栃木の12円67銭につぐ全国第3の大きさと
なっている。まさに農業雄県である。
　他方，嚥下は大きくない。主要なものである生糸，織物は幾分はあるが，
ともに小さく，其他が中心である。「重要物産」欄には，酒・醤油・味噌など
醸造物，製紙，刻煙草，凍，粟野塗，旅などのほか石材類があげられてい
る。工産は大きくなく，県民1人あたり御産は2円59銭3厘と小さい。この
工産の小ささにもかかわらず，農産の大きさが，県民1人あたり物産額の大
きさをもたらしているのである。
⑨福島県
　この上位10位に東北から唯一加わっているのが福島である。農産が61．8％
を占めるが，工産の37．1％は全国の29，5％をかなり上回る大きさである。生
糸が長野につぐ産出があり，それは全国の13．38％を占める。織物は小さい。
「重要物産」欄には工産物として，陶器・漆器・絹織物・金属器・銀・刻煙
草・酒・醤油となっている。農産は米，大豆がある程度あるが，そのほかの
普通作物・原料作物はない。このようななかで桑葉・繭が，前者は11．3％，
後者が12．4％を占め，この全国中のウェイトの高さは，県物産において大き
なウェイトをしめていることを示しているといえるであろう。
⑩京都府
　京都は農産が40．9％，工産が58．3％で，上位県では東京につぐ工業県であ
る。農産は全国の2．0％を占めるが，米はこれをやや上回る程度であるが，
茶・菜種・綿などがそれを上回り，これら原料農産物が相対的に多い。工女
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のうちでは生糸ば大きくないが，織物は全国の20．2％を占め，工産の62．4％
を占める，わが国第一の織物産地である。工産中其他は32．9％と小さい。「重
要物産」欄には工産物として，紡績糸・油類・織物・染物・酒・銅器・寒
天・製紙・陶磁器・漆器・刺繍・扇子・団扇・玩弄品・醤油をあげている。
織物は上にみたが，酒はことに大きいというわけではない。工産には伝統的
な都市手工業の製造によるものが多いようである。
　（2）その他府県
　後のわが国字1の工業府県であり，全生産額も第1となる大阪が，この年
には全国の2．8％，第16位にとどまっている。農産は2．7％でそれを下回るが
工産も2．8％にとどまる。工産のうち，生糸はO．04％，織物は4．6％で，織物
は一定のウェイトを占めるが大きくない。大阪の工産は織物が33．3％，そし
て綿糸紡績が44．1％で，紡績・織物が軸となる。いずれにしても大阪はかつ
ての商都としての性格の上に，近代工業が展開し始めたという段階にあると
いうことが示されているといえよう。
4　府県別状況の特徴
　以上，1888（明治21）年における府県別物産状況を検討してきた。1886年
からの企業勃興期であり，近代紡績工場の設立があいつぎ，鉄道・銀行投資
が盛況の時期である。そうではあるが，物産総額のうちの農産が66．9％，工
面は29．5％という，農業を基軸とする産業段階である。
　この時期の府県別状況の特徴をつぎのように整理できるであろう。
　まず，上位特定府県への集中の度合は大きくない。後の1919（大正8）年
の上位3府県が23．9％，農事調査の39府県のみでは30．0％と比較すれば明ら
かであろう。
　物産のうち，解止は比較的に特定の地域への集中性が大きい。これに対し
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て農業はそれが相対的に小さく，各府県はこの農業を基盤としている。
　上位県は工産のウェイトが大きい。工業の展開の度合が物産の大きさに大
きくかかわるが，その工産の中心は製糸と織物である。東京，兵庫などがそ
の他の工産のウェイトが大きいが，その他の上位県の工産はこの両者の割合
が大きい。
　農産は米・麦が軸で，農産の大きさはこの米にある。しかし，同時の繭・
桑葉がもう一つの軸である。上位県にはこの繭・桑葉によって農産が大きい
ところがある。
　以上のことから，この年の府県別物産状況は，米を軸とする農業の上に，
養蚕が展開し，製糸業が発展し，それに織物業が展開している府県が上位県
となっているのである。
　このような結果，上位3県は長野，兵庫，埼玉であり，それにつづくのは
千葉，東京，新潟，福岡，茨城，福島，京都である。後には第一位となる大
阪はまだ低く，反面，埼玉，千葉，新潟，茨城，福島などが上位である。こ
とに工産の小さい千葉や茨城，そして工産も大きいが農産が全国第一である
ことによって第3位となっている埼玉という関東諸県が物産雄県となってい
るのである。
　工業化の進展が始まった時期での府県別物産状況は以上のような年越を
もっていたといえよう。
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付表1 府県別物産額部門別 1888（明治21）年
???????????????????????????????????????
全　山
農　産
? 水　産 ? 工　産 ? 合　計 ?
13，953，778，386
12，586，636，360
14，416，843，292
13，404，525，000
　3，633，087，000
13，175，053．000
13，347，407．000
12，681，669．428
　9，615，348，000
　6，214，331．000
　7，665，763．000
　8，719，620．655
　9，348，315，210
　8，593，260．825
　8，285，445．640
　8，245，498，000
　9，341，573．520
　8，461，760．000
　7，857，889．000
　7，638，883．101
　7，510，327．000
　4，274，436．598
　9，347，231．000
　6，606，970．530
　6，511，095．535
　7，945，816．000
　5，763，490，720
　6，622，304，000
　6，180，130，615
　5，658，961，000
　5，295，336．000
　5，276，873．000
　5，648，310．325
　5，404，192．926
　5，493，459，000
　4，320，632，000
　4，036，610，000
　4，702，173，000
　3，847，805，450
　　　60，000，000
　　770，554．240
　　　84，376，680
1，658，219，000
　　623，600，000
　　581，453，000
　　895，723，000
　　452，454，835
　　173，038．000
　　118，451．000
　　555，452．OOO
　　　58，331．456
　　567，201．440
1，127，366，006
　　　34，149．810
　　181，012．000
　　　70，488．000
　　856，799．000
　　640，693．000
　　347，449．317
　　　53，200．000
　　　19，117．807
　　550，298．000
　　　65，408，000
　　208，096．247
　　359，970．OOO
　　390，563．000
　　988，159．000
　　357，468．824
　　982，791，000
　　　　8，381，000
　　258，392，000
　　469，989，000
　　557，326，000
　　425，063．000
　　195，407．000
　　215，614．000
　　553，451．860
　　147，940．970
14，910，661．362
　9，840，783．810
　4，511，219．000
　3，020，468．000
13，269，507．000
　2，737，458．000
　2，110，602．000
　2，627，152，370
　5，779，202，000
　8，865，580，000
　5，951，371．000
　5，054，524，659
　3，429，077，330
　2，635，484．204
　3，935，455，360
　3，766，646，000
　1，979，111，130
　1，894，014，000
　2，750，944，000
　2，942，815，683
　3，051，197，000
　6，313，482，1！1
　　　556，327．000
　3，518，499，000
　2，852，3！9，122
　　　573，233，000
　2，637，279，940
　　　693，681．000
　1，495，787．480
　　　963，549．000
　2，247，443．000
　1，718，316．000
　　　706，861．601
　　　862，708．268
　　　827，693．000
　2，031，885．000
　2，113，903．000
　　　322，840．200
　　　270，518．740
28，924，439．748
23，197，974．410
19，012，438．972
18，083，212．000
17，526，194．000
16，493，964．000
16，353，732．000
15，761，276．633
15，567，588．000
15，198，362，000
14，172，586，000
13，832，476．770
13，344，593，980
12，356，111．035
12，255，050．810
12，193，156，000
11，391，172，650
11，212，573，000
11，249，526，000
10，929，148，101
10，614，724，000
10，607，036，516
1 ，453，856，000
1 ，190，877，530
　9，571，510，904
　8，879，0！9，000
　8，791，332．000
　8，304，144．000
　 ，033，386．919
　7，605，301．000
　7，551，160．000
　7，253，581．000
　6，825，161．775
　6，824，227，194
　6，746，215，000
　6，547，924，000
　6，366，127，000
　5，578，465，060
　4，266，265，160
307，633，846，116　16，663，422．321　135，768，696．370　460，065，964．807
人　口
1，116，653
1，568，568
1，061，150
1，180，206
1，629，820
1，670，738
1，212，623
1，013，109
　　917，794
　　865，976
　　963，771
　　668，045
1，068，224
　　909，044
　　714，829
1，316，507
　　667，370
　　919，653
1，288，328
　　9 2，788
　　926，503
　　451，522
1， 63，742
　　747，886
　　689，809
　　786，882
　　762，958
　　762，168，
　　747，019
　　740，075
　　493，901
　　692，206
　　658，351
　　695，258
　　557，424
　　397，905
　　603，500
　　531，645
　　406，992
34，40 ，942
1人あ
たり物
産収入 ?????????????????????????????????????? ?
13，5 3
?
1）　「農事調査表巻の一」（『明治中期産業運動資料第18巻』1879年日本経済評論社所
収）より作成，
2）農産中の生糸を工産に移行してある，
3）単位は円，
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1888（明治21）年付表皿　府県別工産額内わけ
????
???????????????????????????????????????????????????????????
??
????
?????????。??????????????????????．?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
???
???，?
??
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????，??，????
??，??，??，??，????????，???????
?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
?????
???????????????????」???????????????????????????
?
??
????，
??????????????????????
?
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????，??，??，??，??，??，??，??，??，??，??，??，?????，??，??，??，??，??，??，??，??，?????，??，??，??????????????
??????
?????????????????? ? ? ? ? ? ?
??＝??
註　1）付表1と同一書より．ただし織物はr第5次農商務統計表』より作成．
　　2）織物は全国合計30，475，213円から，北海道・愛知・和歌山・香川・高知・熊
　　　本・鹿児島・沖縄分の合計3，084，932円を差し引いたもの．
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府県別農産額内わけ　　　　　　　　　　　　　　　　　1888（明治21）年
???????????????????????????????????????? ????? ????? ????????????????????????????
全
?
農産額（円） 米
? ? その他 ?????
??
?????1，608，803
1，731，323
3，101，778
1，702，483
　　485，703
　　365，682
1，418，160
2，384，235
　　713，450
　　493，210
1，219，735
1，443，128
1，461，964
　　974，145
1，904，194
　　732，351
　　303，061
　　534，425
1，395，520
1，196，651
1，083，526
1，061，422
1，205，743
　　148，567
　　　36，697
1，091，158
　　257，994
　　900，676
　　　96，629
　　746，536
　　460，053
1，012，835
　　674，751
　　378，141
　　891，832
　　279，616
　　177，287
　　299，893
4，807，862
　　609，426
2，898，222
　　　66，200
　　　28，582
　　896，325
　　　53，440
　　331，311
3，424，063
　　380，258
1，525，718
　　265，904
　　　60，759
　　　29，203
3，768，241
　　　15，081
1，273，042
　　　82，347
　　　35，544
　　　31，313
1，549，679
1，482，134
　　197，500
1，290，575
　　279，313
　　　78，083
　　248，550
　　　20，045
　　225，975
　　671．396
　　　19，015
　　　36，596
　　373，730
　　　34，859
　　　43，632
　　130，375
　　291，710
　　　25，672
　　　27，537
????）?? ） ?????????? ? ? ?????… ????????…????????? ?…??…??????????????????
?????
??
，
? （
??????
? （ ? ? ??????? ? ? ? ? ?
（
307，633，846157，011，360　35，973，367　27，609，2178 039，902
1人あた
り農産額 ??? ???
?????
????????
??????????????
??????????????
8．943
?
1）付表1と同一書より作成．
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